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高校生に対する正多面体についての出張授業について










































































rn− 2r − 2n < 0。
(r − 2)(n− 2) < 4。
となる。n  3, r  3でこの不等式を満たす (n, r)の組
は、(n, r)＝（3, 3), (4, 3), (3, 4), (5, 3), (3, 5)となる。
これらの組に対して、面の数をオイラーの公式
頂点の数 - 辺の数 + 面の数 = 2　から計算する。
(n, r)＝ (3, 3)のとき、面を x枚とすると、
























































































































頂点の数 - 辺の数 + 面の数 = 2。　
穴のあいていない多面体とは、正確に述べると、二






頂点の数 - 辺の数 + 面の数 = 2− 2gとなる。
穴のあいている多面体の具体的な例として、大き
な直方体に直方体の穴があいている多面体の場合に、
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面を正 n角形、ひとつの頂点に集まる面は r 枚と
する。集まる面は三枚以上でないと多面体はできな
